
 

 

 

 

 

 

前期後半 スタート 

 

今年度から二学期制（前期・後期制）になり、例年とは少し異なる夏休み明けを迎えることとな

りました。昨年までは２学期の始業式・全校集会を行っていましたが、今年は全校集会のみ行い

ました。その後、授業も行われました。全校集会は、まだ暑いため、図書室と教室をオンラインでつ

ないで実施しました。全校集会では、前期後半で取り組んでほしいことや生徒の皆さんに期待す

ることを話しました。 

また、急でしたが、猛烈な暑さになることが予想されていましたので、２校時まで授業を行い、

下校するよう変更しました。県内では、酷暑日になる地点もありました。今後も暑い日が続くよう

ですので、水分補給や睡眠、食事等には特に気を付けましょう。 

（最初の部分は省略） 

夏休み前、私は皆さんに「自分自身で決めたことをやり遂げる、『続ける』夏にしてほしい」とい

う話をしました。どうだったでしょうか。１学期の体育発表会で見せてくれた、全力で『挑む』姿や、

仲間を懸命に『支え合う』姿は、本校の誇りです。今日からの学校生活でも、そのエネルギーを大

切にしてください。 

今日から始まる前期の後半は、１ヶ月ちょっとという短い期間ですが、非常に中身の濃い時間

になります。まず、第 2回定期考査が全教科で行われます。夏休みに『続ける』ことができた学習

の成果を試す場です。自分自身の目標に向け、最後まで粘り強く取り組んでください。 

また、生徒会役員選挙も行われます。これまで学校を引っ張ってくれた３年生から、本格的に

1・2 年生へとバトンが引き継がれる大切な節目です。３年生のこれまでの勇姿をしっかりと目に

焼き付け、1・2 年生は「自分たちがこれからの高見中を創っていくんだ」という強い意志を持っ

て、新たな役割に『挑んで』ほしいと思います。 

そして、今年から導入された 2学期制において、皆さんが最も気になっていることの一つが、前

期の終わりの節目でしょう。以前お伝えした通り、これまではこの時期に通知表はありませんでし

たが、今年は前期の終わりに通知表が渡されます。 これは、皆さんがこれまでにどれだけ『挑

み』、何を『続けて』きたか、そしてどのように仲間を『支え合って』きたかという、一歩一歩の歩み

の記録です。 

「自分はこう変わるんだ」という 4月の始業式での決意を思い出し、前期の締めくくりに向けて

一日一日を大切に過ごしていきましょう。性格や考え方の違う仲間を認め合い、歩み寄ることで、

誰もが居心地の良い学級・学校を皆さんの手で作り上げていくことを期待しています。 

実り多い前期後半にしていきましょう。 
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八幡大空襲について 
１９４５（昭和２０）年８月８日に、この八幡の地で大空襲がありまし

た。そのようなことがこの八幡の地で起こったことを知ることはとても重

要なことであり、「平和」の尊さを継承していくことが大切です。 

毎年８月８日に、八幡大空襲戦災殉職者慰霊祭が中学校近くの谷

口霊園 戦災殉難者之碑前で行われています。今年も高見中学校か

ら３名の生徒が参加し、Tさんが中学生を代表して追悼作文を披露してくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏休み中も 高見中生 頑張っていました 

夏休み中も中体連の大会や各種のコンクール、展示会、地域の催事などに参加し、高見中の

生徒が活躍しました。 

○合唱部 第８１回九州合唱コンクール福岡県大会 金賞    九州合唱コンクール出場決定 

九州合唱コンクール 期日：９月１２日（土）  

場所：宮崎県 ﾒﾃﾞｨキット県民文化センター アイザックスターンホール 

○サッカー部 中体連 北九州市大会 準優勝   福岡県大会出場 

夏休み前に決勝進出までお伝えしていました。決勝では残念ながら敗れましたが、県大会の

出場権を得ました。県大会では、１回戦を勝ち上がりましたが、２回戦で惜しくも敗れました。 

〇美術部 令和８年度北九州市中学校美術部合同展 

  北九州市立美術館別館アネックス市民ギャラリー  ７月２８日（火）～８月２日（日）開催 

○バドミントン T 中体連 福岡県大会 シングルスの部 優勝 九州大会出場 

○空手 W 第６６回北九州空手道選手権大会無防具 個人形 中学 3年生の部 優勝 

 2026年の今年は、終戦から 81年を迎えます。81年前の今日、この八幡で大空襲があり、2500人を超える方が死傷さ

れました。今、こうして皆さまの前に立っていても、胸が締めつけられる思いです。 これまで、学校で沖縄戦や原子爆弾投下に

ついて学んできました。 

そして、自分の住む八幡でも大きな空襲があったことを改めて知り、「あの日、八幡で何が起こったか」という書籍を読み進

めるうちに、当たり前と思っていた毎日が、決して当たり前ではないのだと気づきました。朝起きて家族と食卓を囲み、友達と笑

い合い、学校で学ぶことができる。その一つひとつが、平和だからこそ成り立っているのだと感じます。 

八幡はもともと、製鉄で栄えた街でした。多くの人が働き、家族と笑い合っていたはずです。その日常が、一日のうちに壊され

てしまいました。80 年以上たった今、街はきれいに整備され、私たちはこの丘の上の学校に通っています。ですが、この丘のふ

もとには、たくさんの方の悲しみが眠っている事を忘れてはいけないなと思いました。 

世界に目を向けると、今も戦争をしている国があります。私たちと同世代のたくさんの子どもが、学校に行けずにいます。81

年前の今日、この八幡で起きたことは、遠い昔の話ではなく、今の世界とつながっている話だと考えます。正直に言えば、あの

日、犠牲となった方々の苦しみを、推し量り表現することは、私にはできません。それでも、ここで立ち止まるのではなく、戦争を

知らない我々世代が、戦争を知ろうとすること、そして平和について改めて考え、守ろうとすること。それこそが、これからを生き

る私たちにできる、一番大切なことだと確信しています。 

本日、この慰霊の場に立たせていただき、犠牲となられた方々に、心からの祈りを捧げるとともに、平和な未来を築いていく

ことをお誓い申し上げ、追悼の言葉とさせていただきます。                 高見中学校代表 T 


